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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】医師による遠隔診断を受ける者の生体情報デー
タを医師の端末装置に送信してその診断に供するシステ
ムにおいて、普遍性が担保された診断結果を提供する。
【解決手段】生体情報測定装置１は、利用者の脈波を検
出し、検出した脈波を示す生体情報データを携帯電話機
４からサーバ装置７に送信する。サーバ装置７は、生体
情報データが示す脈波の異常部分ＢＣを検索し、脈波に
おける異常部分ＢＣにマークを重ねた脈波画像の表示制
御データを医師の端末装置６に送信する。端末装置６は
、この脈波画像をディスプレイに表示させ、医師により
入力された診断名を示す診断名情報データＧＤをサーバ
装置７に送信する。サーバ装置７は、診断名情報データ
ＧＤが示す診断の確度を求め、確度を示す確度情報デー
タＡＤを診断名情報データＧＤと併せて携帯電話機４に
送信する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　生体情報測定装置と、端末装置と、サーバ装置とを有する解析システムであって、
　前記生体情報測定装置は、
　利用者から生体情報を検出する検出手段と、
　前記検出手段により生体情報を検出して前記サーバ装置に送信する制御を行う制御手段
と
　を具備し、
　前記端末装置は、
　表示手段と、
　前記サーバ装置から前記生体情報を受信し、受信した生体情報を示す画面を前記表示手
段に表示させるとともに、診断名の入力を受付け、入力された診断名を示す診断名情報を
前記サーバ装置へ送信する制御手段と
　を具備し、
　前記サーバ装置は、
　記憶手段と、
　前記生体情報測定装置から生体情報を受信し、受信した生体情報を前記記憶手段に記憶
させる生体情報取得手段と、
　前記生体情報取得手段によって生体情報が受信される都度、受信された生体情報に所定
の特徴をもった情報が含まれているか解析し、前記生体情報測定装置から受信された生体
情報に前記所定の特徴を持った情報が含まれていた場合に、当該生体情報に含まれている
特徴の種類を示す特徴情報を当該生体情報と対応づけて前記記憶手段に記憶させる解析手
段と、
　前記記憶手段に記憶された生体情報の各々について、当該生体情報を前記端末装置に送
信し、前記端末装置から診断名情報を受信し、受信した診断名情報を当該生体情報と対応
付けて前記記憶手段に記憶させる診断支援手段と、
　前記記憶手段に記憶された任意の１つの生体情報を対象生体情報とし、前記記憶手段に
記憶された当該対象生体情報以外の他の生体情報と当該他の生体情報に対応付けられた特
徴情報および診断名情報に基づき、前記対象生体情報に対応付けられた診断名情報の確度
を求め、この確度を示す確度情報を当該対象生体情報と対応付けて前記記憶手段に記憶さ
せる診断確度算出手段と、
　生体情報の送信元から診断結果を求めるメッセージを受信した場合に、その生体情報と
対応付けて前記記憶手段に記憶されている診断名情報および確度情報を読み出し、読み出
した診断名情報および確度情報を前記送信元に宛てて送信する診断結果通知手段と
　を具備することを特徴とする解析システム。
【請求項２】
　前記診断支援手段は、前記生体情報とともに前記特徴情報を前記端末装置に送信し、
　前記端末装置の制御手段は、前記生体情報とともに前記特徴情報を受信し、受信した生
体情報および特徴情報を示す画面を前記表示手段に表示させることを特徴とする請求項１
に記載の解析システム。
【請求項３】
　前記診断確度算出手段は、前記記憶手段において、前記対象生体情報と同じ種類の特徴
情報と対応付けられている他の生体情報のうち、当該生体情報と同じ診断名情報と対応付
けられている生体情報である診断名合致生体情報の個数と、当該生体情報と異なる診断名
情報と対応付けられている生体情報である診断名非合致生体情報の個数とを集計し、集計
した２種類の個数の関係から、当該生体情報についての診断名情報の確度を求めることを
特徴とする請求項１または２に記載の解析システム。
【請求項４】
　前記生体情報は、利用者の脈波を示すものであり、
　前記診断支援手段は、前記生体情報が示す脈波内における前記所定の特徴が現れている
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部分を示す情報を前記特徴情報として前記端末装置に送信することを特徴とする請求項１
乃至３のいずれか１項に記載の解析システム。
【請求項５】
　記憶手段と、
　生体情報測定装置から生体情報を受信し、受信した生体情報を前記記憶手段に記憶させ
る生体情報取得手段と、
　前記生体情報取得手段によって生体情報が受信される都度、受信された生体情報に所定
の特徴をもった情報が含まれているか解析し、前記生体情報測定装置から受信された生体
情報に前記所定の特徴を持った情報が含まれていた場合に、当該生体情報に含まれている
特徴の種類を示す特徴情報を当該生体情報と対応づけて前記記憶手段に記憶させる解析手
段と、
　前記記憶手段に記憶された生体情報の各々について、当該生体情報を前記端末装置に送
信し、前記端末装置から診断名情報を受信し、受信した診断名情報を当該生体情報と対応
付けて前記記憶手段に記憶させる診断支援手段と、
　前記記憶手段に記憶された任意の１つの生体情報を対象生体情報とし、前記記憶手段に
記憶された当該対象生体情報以外の他の生体情報と当該他の生体情報に対応付けられた特
徴情報および診断名情報に基づき、前記対象生体情報に対応付けられた診断名情報の確度
を求め、この確度を示す確度情報を当該対象生体情報と対応付けて前記記憶手段に記憶さ
せる診断確度算出手段と、
　生体情報の送信元から診断結果を求めるメッセージを受信した場合に、その生体情報と
対応付けて前記記憶手段に記憶されている診断名情報および確度情報を読み出し、読み出
した診断名情報および確度情報を前記送信元に宛てて送信する診断結果通知手段と
　を具備することを特徴とする生体情報解析装置。
【請求項６】
　前記診断支援手段は、前記生体情報とともに前記特徴情報を前記端末装置に送信し、
　前記端末装置の制御手段は、前記生体情報とともに前記特徴情報を受信し、受信した生
体情報および特徴情報を示す画面を前記表示手段に表示させることを特徴とする請求項５
に記載の生体情報解析装置。
【請求項７】
　前記診断確度算出手段は、前記記憶手段において、前記対象生体情報と同じ種類の特徴
情報と対応付けられている他の生体情報のうち、当該生体情報と同じ診断名情報と対応付
けられている生体情報である診断名合致生体情報の個数と、当該生体情報と異なる診断名
情報と対応付けられている生体情報である診断名非合致生体情報の個数とを集計し、集計
した２種類の個数の関係から、当該生体情報についての診断名情報の確度を求めることを
特徴とする請求項５または６に記載の生体情報解析装置。
【請求項８】
　前記生体情報は、利用者の脈波を示すものであり、
　前記診断支援手段は、前記生体情報が示す脈波内における前記所定の特徴が現れている
部分を示す情報を前記特徴情報として前記端末装置に送信することを特徴とする請求項５
乃至７のいずれか１項に記載の生体情報解析装置。
【請求項９】
　コンピュータに、
　生体情報測定装置から生体情報を受信し、受信した生体情報を前記記憶手段に記憶させ
る生体情報取得手段と、
　前記生体情報取得手段によって生体情報が受信される都度、受信された生体情報に所定
の特徴をもった情報が含まれているか解析し、前記生体情報測定装置から受信された生体
情報に前記所定の特徴を持った情報が含まれていた場合に、当該生体情報に含まれている
特徴の種類を示す特徴情報を当該生体情報と対応づけて前記記憶手段に記憶させる解析手
段と、
　前記記憶手段に記憶された生体情報の各々について、当該生体情報を前記端末装置に送
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信し、前記端末装置から診断名情報を受信し、受信した診断名情報を当該生体情報と対応
付けて前記記憶手段に記憶させる診断支援手段と、
　前記記憶手段に記憶された任意の１つの生体情報を対象生体情報とし、前記記憶手段に
記憶された当該対象生体情報以外の他の生体情報と当該他の生体情報に対応付けられた特
徴情報および診断名情報に基づき、前記対象生体情報に対応付けられた診断名情報の確度
を求め、この確度を示す確度情報を当該対象生体情報と対応付けて前記記憶手段に記憶さ
せる診断確度算出手段と、
　生体情報の送信元から診断結果を求めるメッセージを受信した場合に、その生体情報と
対応付けて前記記憶手段に記憶されている診断名情報および確度情報を読み出し、読み出
した診断名情報および確度情報を前記送信元に宛てて送信する診断結果通知手段と
　を実現させるプログラム。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、脈波の計測結果を解析する技術に関する。
【背景技術】
【０００２】
　患者の身体に装着した装置により測定される生体情報をネットワークを介して医師に送
信し、医師の診断に供する遠隔診断システムが各種提案されている。この種のシステムは
、システムの利用者である患者の指や手首などの測定部位に装着される脈波測定装置と、
医療機関内の医師により利用される端末装置とから構成される。この種のシステムでは、
脈波測定装置が測定部位から検出した生体情報を移動体パケット通信網などの通信網を介
して医師の端末装置に送信する。医師は、端末装置のディスプレイに表示される生体情報
から利用者に各種疾患の症状が現れているかを診断し、医師による診断結果である診断名
を示すメッセージを通信網を介し脈波測定装置に送信する。利用者は、医師から送られて
くる診断名を参照することにより、自身の健康状態が医療機関での検査を要するようなも
のであるか否かを判断することができる。この種のシステムに関する技術は、例えば、特
許文献１に開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０００－６０８０７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、従来のこの種のシステムでは、利用者の生体情報を用いた診断の診断結
果は、その診断を行った１人の医師の経験のみに依存したものとなる。このため、従来の
この種のシステムでは、診断を行う医師によって診断結果の内容にばらつきが生じ、信頼
性の高い遠隔診断サービスの提供が難しいという問題があった。
【０００５】
　本発明は、このような課題に鑑みてなされたものであり、医師による遠隔診断を受ける
者の生体情報を医師の端末装置に送信して診断に供するシステムにおいて、システムの利
用者に対して普遍性が担保された診断結果を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上述した課題を解決するため、本発明に係る解析システムは、生体情報測定装置と、端
末装置と、サーバ装置とを有するものであって、前記生体情報測定装置は、利用者から生
体情報を検出する検出手段と、前記検出手段により生体情報を検出して前記サーバ装置に
送信する制御を行う制御手段とを具備し、前記端末装置は、表示手段と、前記サーバ装置
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から前記生体情報を受信し、受信した生体情報を示す画面を前記表示手段に表示させると
ともに、診断名の入力を受付け、入力された診断名を示す診断名情報を前記サーバ装置へ
送信する制御手段とを具備し、前記サーバ装置は、記憶手段と、前記生体情報測定装置か
ら生体情報を受信し、受信した生体情報を前記記憶手段に記憶させる生体情報取得手段と
、前記生体情報取得手段によって生体情報が受信される都度、受信された生体情報に所定
の特徴をもった情報が含まれているか解析し、前記生体情報測定装置から受信された生体
情報に前記所定の特徴を持った情報が含まれていた場合に、当該生体情報に含まれている
特徴の種類を示す特徴情報を当該生体情報と対応づけて前記記憶手段に記憶させる解析手
段と、前記記憶手段に記憶された生体情報の各々について、当該生体情報を前記端末装置
に送信し、前記端末装置から診断名情報を受信し、受信した診断名情報を当該生体情報と
対応付けて前記記憶手段に記憶させる診断支援手段と、前記記憶手段に記憶された任意の
１つの生体情報を対象生体情報とし、前記記憶手段に記憶された当該対象生体情報以外の
他の生体情報と当該他の生体情報に対応付けられた特徴情報および診断名情報に基づき、
前記対象生体情報に対応付けられた診断名情報の確度を求め、この確度を示す確度情報を
当該対象生体情報と対応付けて前記記憶手段に記憶させる診断確度算出手段と、生体情報
の送信元から診断結果を求めるメッセージを受信した場合に、その生体情報と対応付けて
前記記憶手段に記憶されている診断名情報および確度情報を読み出し、読み出した診断名
情報および確度情報を前記送信元に宛てて送信する診断結果通知手段とを具備する。
【０００７】
　この発明によると、医師による診断結果である診断名を示す診断名情報と、その診断名
の確度を示す確度情報とが生体情報測定装置に宛てて送信される。自身の身体から検出さ
れた生体情報をサーバ装置に送って診断を受ける利用者は、サーバ装置から診断名情報と
ともに送信されてくる確度情報が示す確度を参照することにより、自身と同じような生体
情報が検出された人のうちのどの程度の人が同じ診断名の診断を下されていたのかを知る
ことができる。よって、本発明によると、利用者に対して普遍性が担保された診断結果を
提供できることができる。
【０００８】
　上述した解析システムにおいて、前記診断支援手段は、前記生体情報とともに前記特徴
情報を前記端末装置に送信し、前記端末装置の制御手段は、前記生体情報とともに前記特
徴情報を受信し、受信した生体情報および特徴情報を示す画面を前記表示手段に表示させ
るようにしてもよい。これによると、医師は、画面内における特徴情報を活用することに
より、診断を効率的に行うことができる。
【０００９】
　また、上述した解析システムにおいて、前記診断確度算出手段は、前記記憶手段におい
て、前記対象生体情報と同じ種類の特徴情報と対応付けられている他の生体情報のうち、
当該生体情報と同じ診断名情報と対応付けられている生体情報である診断名合致生体情報
の個数と、当該生体情報と異なる診断名情報と対応付けられている生体情報である診断名
非合致生体情報の個数とを集計し、集計した２種類の個数の関係から、当該生体情報につ
いての診断名情報の確度を求めるようにしてもよい。これによると、信頼性の高い確度情
報を求めることができる。
【００１０】
　また、上述した解析システムにおいて、前記生体情報は、利用者の脈波を示すものとし
、前記診断支援手段は、前記生体情報が示す脈波内における前記所定の特徴が現れている
部分を示す情報を前記特徴情報として前記端末装置に送信するようにしてもよい。これに
よると、端末装置の表示手段には、脈波内における所定の特徴が現れている部分を示す情
報が表示される。よって、医師は、脈波における該当部分に注意を払うことにより、脈波
の全波形のうち注意深く観察する必要がある部分を容易に探し出すことができる。従って
、これによると、医師による診断の負担を軽減することができる。
【００１１】
　次に、本発明に係る生体情報解析装置は、記憶手段と、生体情報測定装置から生体情報
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を受信し、受信した生体情報を前記記憶手段に記憶させる生体情報取得手段と、前記生体
情報取得手段によって生体情報が受信される都度、受信された生体情報に所定の特徴をも
った情報が含まれているか解析し、前記生体情報測定装置から受信された生体情報に前記
所定の特徴を持った情報が含まれていた場合に、当該生体情報に含まれている特徴の種類
を示す特徴情報を当該生体情報と対応づけて前記記憶手段に記憶させる解析手段と、前記
記憶手段に記憶された生体情報の各々について、当該生体情報を前記端末装置に送信し、
前記端末装置から診断名情報を受信し、受信した診断名情報を当該生体情報と対応付けて
前記記憶手段に記憶させる診断支援手段と、前記記憶手段に記憶された任意の１つの生体
情報を対象生体情報とし、前記記憶手段に記憶された当該対象生体情報以外の他の生体情
報と当該他の生体情報に対応付けられた特徴情報および診断名情報に基づき、前記対象生
体情報に対応付けられた診断名情報の確度を求め、この確度を示す確度情報を当該対象生
体情報と対応付けて前記記憶手段に記憶させる診断確度算出手段と、生体情報の送信元か
ら診断結果を求めるメッセージを受信した場合に、その生体情報と対応付けて前記記憶手
段に記憶されている診断名情報および確度情報を読み出し、読み出した診断名情報および
確度情報を前記送信元に宛てて送信する診断結果通知手段とを具備する。
【００１２】
　この発明によると、生体情報解析装置は、医師による診断結果である診断名を示す診断
名情報と、その診断名の確度を示す確度情報とを生体情報の発信元に宛てて送信する。自
身の身体から検出された生体情報を生体情報解析装置に送って診断を受ける利用者は、生
体情報解析装置から診断名情報とともに送信されてくる確度情報が示す確度を参照するこ
とにより、自身と同じような生体情報が検出された人のうちのどの程度の人が同じ診断名
の診断を下されていたのかを知ることができる。よって、本発明によると、利用者に対し
て普遍性が担保された診断結果を提供できることができる。
【００１３】
　上述した生体情報解析装置において、前記診断支援手段は、前記生体情報とともに前記
特徴情報を前記端末装置に送信し、前記端末装置の制御手段は、前記生体情報とともに前
記特徴情報を受信し、受信した生体情報および特徴情報を示す画面を前記表示手段に表示
させるようにしてもよい。これによると、端末装置の画面を参照する医師は、画面内にお
ける特徴情報を活用することにより、診断を効率的に行うことができる。
【００１４】
　また、上述した生体情報解析装置において、前記診断確度算出手段は、前記記憶手段に
おいて、前記対象生体情報と同じ種類の特徴情報と対応付けられている他の生体情報のう
ち、当該生体情報と同じ診断名情報と対応付けられている生体情報である診断名合致生体
情報の個数と、当該生体情報と異なる診断名情報と対応付けられている生体情報である診
断名非合致生体情報の個数とを集計し、集計した２種類の個数の関係から、当該生体情報
についての診断名情報の確度を求めるようにしてもよい。これによると、信頼性の高い確
度情報を求めることができる。
【００１５】
　ここで、生体情報解析装置において、前記生体情報は、利用者の脈波を示すものであり
、前記診断支援手段は、前記生体情報が示す脈波内における前記所定の特徴が現れている
部分を示す情報を前記特徴情報として前記端末装置に送信するようにしてもよい。脈波は
血液の循環の状態を示す情報であるので、脈波を解析することによって、各種の疾患を知
ることができる。これによると、端末装置の表示手段には、脈波内における所定の特徴が
現れている部分を示す情報が表示される。よって、医師は、脈波における該当部分に注意
を払うことにより、脈波の全波形のうち注意深く観察する必要がある部分を容易に探し出
すことができる。従って、これによると、医師による診断の負担を軽減することができる
。
【００１６】
　次に、本発明はプログラムとして把握することができる。そのようなプログラムは、コ
ンピュータに、生体情報測定装置から生体情報を受信し、受信した生体情報を前記記憶手
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段に記憶させる生体情報取得手段と、前記生体情報取得手段によって生体情報が受信され
る都度、受信された生体情報に所定の特徴をもった情報が含まれているか解析し、前記生
体情報測定装置から受信された生体情報に前記所定の特徴を持った情報が含まれていた場
合に、当該生体情報に含まれている特徴の種類を示す特徴情報を当該生体情報と対応づけ
て前記記憶手段に記憶させる解析手段と、前記記憶手段に記憶された生体情報の各々につ
いて、当該生体情報を前記端末装置に送信し、前記端末装置から診断名情報を受信し、受
信した診断名情報を当該生体情報と対応付けて前記記憶手段に記憶させる診断支援手段と
、前記記憶手段に記憶された任意の１つの生体情報を対象生体情報とし、前記記憶手段に
記憶された当該対象生体情報以外の他の生体情報と当該他の生体情報に対応付けられた特
徴情報および診断名情報に基づき、前記対象生体情報に対応付けられた診断名情報の確度
を求め、この確度を示す確度情報を当該対象生体情報と対応付けて前記記憶手段に記憶さ
せる診断確度算出手段と、生体情報の送信元から診断結果を求めるメッセージを受信した
場合に、その生体情報と対応付けて前記記憶手段に記憶されている診断名情報および確度
情報を読み出し、読み出した診断名情報および確度情報を前記送信元に宛てて送信する診
断結果通知手段とを実現させるものである。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】本発明の一実施形態である解析システムの全体構成を示す図である。
【図２】同システムの生体情報測定装置の外観を示す図である。
【図３】同システムの生体情報測定装置の構成を示すブロック図である。
【図４】同システムの携帯電話機の外観及び構成を示す図である。
【図５】同システムの端末装置の構成を示すブロック図である。
【図６】同システムのサーバ装置の構成を示すブロック図である。
【図７】同システムのサーバ装置に記憶されている生体情報データベースのデータ構造図
である。
【図８】同システムのサーバ装置に記憶されている解析結果データベースのデータ構造図
である。
【図９】同システムのサーバ装置に記憶されている診断結果データベースのデータ構造図
である。
【図１０】同システムにおいて行われる脈波記録処理を示すフローチャートである。
【図１１】生体情報データファイルＷＤＦのデータフォーマットを示す図である。
【図１２】同システムにおいて行われるデータ伝送処理を示すフローチャートである。
【図１３】同システムにおいて行われるアップロード処理を示すフローチャートである。
【図１４】生体情報データファイルＷＤＦ'のデータフォーマットを示す図である。
【図１５】同システムにおいて行われる解析処理を示すフローチャートである。
【図１６】同システムにおいて行われる診断支援処理を示すフローチャートである。
【図１７】診断結果受付け画面を示す図である。
【図１８】同システムにおいて行われる診断確度算出処理を示すフローチャートである。
【図１９】同システムにおける診断結果通知処理を示すフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００１８】
（Ａ：構成）
　図１は、本発明の一実施形態である解析システムの構成を示すブロック図である。この
システムは、利用者Ｙ－ｋ（ｋ＝１，２…）の身体に装着される生体情報測定装置１－ｋ
（ｋ＝１，２…）と、利用者Ｙ－ｋ（ｋ＝１，２…）に携帯される携帯電話機４－ｋ（ｋ
＝１，２…）と、医療機関における医師Ｄ－ｍ（ｍ＝１，２…）の利用に供される端末装
置６－ｍ（ｍ＝１，２…）と、システムを運営する事業者らの管理の下に稼働するサーバ
装置７とを有する。ここで、各利用者Ｙ－ｋは、運営事業者から固有のＩＤＹ－ｋの発行
を受けている。医師Ｄ－ｍは、運営事業者から固有のＩＤＤ－ｍの発行を受けている。ま
た、図１では、簡便のため、生体情報測定装置１－ｋ（ｋ＝１，２…）、携帯電話機４－
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ｋ（ｋ＝１，２…）、及び端末装置６－ｍ（ｍ＝１，２…）の図示数を各々１つずつとし
ている。
【００１９】
　図２は、生体情報測定装置１－ｋの外観を示す図である。図３は、生体情報測定装置１
－ｋの構成を示すブロック図である。図２に示すように、生体情報測定装置１－ｋは、脈
波センサー３０と、装置本体１０と、これらを接続するケーブル２０とを有する。脈波セ
ンサー３０は、利用者Ｙ－ｋの左手人差指を測定部位とし、この部位の血管への血液の流
入によって生じる血管の容積変化を生体情報として検出する検出手段としての役割を果た
す。脈波センサー３０は、左手人差指の幅よりも小さな寸法を持った扁平な板状をなして
いる。脈波センサー３０は、発光素子３２ａと受光素子３２ｂを併有している。発光素子
３２ａは、血液に吸収され易い波長の発光色（例えば、青色とする）を持ったＬＥＤ（Li
ght Emitting Diode）である。受光素子３２ｂは、フォドダイオードである。脈波センサ
ー３０には、センサ固定用バンド３４が取り付けられている。
【００２０】
　脈波センサー３０は、測定部位に発光素子３２ａ及び受光素子３２ｂを向けるようにし
て測定部位の周りにセンサ固定用バンド３４を巻きつけることにより、利用者Ｙ－ｋの身
体に装着される。この装着状態において、脈波センサー３０の発光素子３２ａは、装置本
体１０からケーブル２０を介して当該発光素子３２ａに供給される電流に応じた強度の光
を測定部位に向けて照射する。発光素子３２ａから照射された光は、測定部位の表皮を透
過してその奥の真皮の毛細血管に到達する。血管に到達した光の一部は血管内を流れる血
液により吸収される。また、血管に到達した光のうち血管内の血液により吸収されなかっ
た光は、一部は測定部位を透過し、残りは生体組織における散乱等を経た後に反射光とし
て受光素子３２ｂに到達する。受光素子３２ｂには、この反射光の受光強度に応じた大き
さの電流が流れる。ここで、測定部位における血管は、心拍と同じ周期で膨張と収縮を繰
り返している。そして、血管の膨張と収縮の周期と同じ周期で光の吸収量が増減し、これ
に合わせて反射光の強度も変化する。このため、受光素子３２ｂに流れる電流は、測定部
位における血管の容積変化を示す成分をもったものとなる。
【００２１】
　装置本体１０は、腕時計を模した形状を有している。装置本体１０の表面には、長方形
状の表示面を持った表示部１４が設けられている。表示部１４には、当該生体情報測定装
置１－ｋによる計測結果である脈間隔、脈拍数、その他の各種情報が表示される。装置本
体１０の筐体の外周部にはボタンスイッチ１６が設けられている。ボタンスイッチ１６は
、脈波の計測開始や計測終了、計測結果のリセットなどの各種指示の入力に用いられる。
装置本体１０の外周部における表示部１４を挟んで対向する部分には、リストバンド１２
の一端と他端が取り付けられている。装置本体１０は、リストバンド１２を利用者Ｙ－ｋ
の手首に巻きつけることにより、利用者Ｙ－ｋの身体に装着される。
【００２２】
　図３に示すように、生体情報測定装置１－ｋの装置本体１０には、通信インターフェー
ス１５０、アナログ回路部１１０、Ａ／Ｄ変換回路１２０、および制御回路部１３０が内
蔵されている。通信インターフェース１５０は、Bluetooth（登録商標）に準拠した無線
通信を行う装置である。装置本体１０は、この通信インターフェース１５０により携帯電
話機４－ｋと接続される。アナログ回路部１１０は、駆動回路１１２０、ＩＶ変換回路１
１１２、及びアンプ１１１６を有する。駆動回路１１２０は、脈波センサー３０の発光素
子３２ａを駆動させる回路である。この駆動回路１１２０は、制御回路部１３０による制
御の下、脈波センサー３０の発光素子３２ａに電流を供給する。これにより、発光素子３
２ａから測定部位に向けて光が照射され、その反射光の受光強度に応じて受光素子３２ｂ
を流れる電流が変化する。受光素子３２ｂを流れる電流が測定部位における血管の容積変
化を示す成分をもったものとなることは、上述した通りである。ＩＶ変換回路１１１２は
、受光素子３２ｂに流れる電流に応じた電圧をアンプ１１１６へ出力する。アンプ１１１
６は、ＩＶ変換回路１１１２の出力電圧を増幅し、増幅した信号を制御回路部１３０に出
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力する。
【００２３】
　Ａ／Ｄ変換回路１２０は、アンプ１１１６の出力信号をデジタル形式に変換し、変換し
た信号を制御回路部１３０に出力する。制御回路部１３０は、生体情報測定装置１－ｋの
制御中枢としての役割を果たす装置である。制御回路部１３０は、ＣＰＵ（Central Proc
essing Unit）１３１５、ＲＡＭ（Random Access Memory）１３１６、ＲＯＭ（Read Only
 Memory）１３１７、及びＥＥＰＲＯＭ（Electrically Erasable Programable Read-Only
 Memory）１３１８を含んでいる。
【００２４】
　ＣＰＵ１３１５は、ＲＡＭ１３１６をワークエリアとして利用しつつ、ＲＯＭ１３１７
に記憶された脈波計測プログラムを実行する。この脈波計測プログラムは、次の２つの機
能を有する。
ａ１．検出機能
　これは、Ａ／Ｄ変換回路１２０の出力信号を利用者Ｙ－ｋの脈波を示す生体情報データ
ＷＤとして検出する機能である。
ｂ１．通信制御機能
　これは、生体情報データＷＤを携帯電話機４－ｋを介してサーバ装置７に送信する機能
である。
【００２５】
　図４は、携帯電話機４－ｋの外観及び構成を示すブロック図である。この携帯電話機４
－ｋは、筐体４１０及び筐体４２０とこれらを連結するヒンジ部材４３０とを有する。筐
体４１０の表面にはスピーカ４２１３とディスプレイ４１１３が設けられている。筐体４
２０の表面には操作キー４２１２とマイクロホン４１１２が設けられている。
【００２６】
　筐体４２０には、通信インターフェース４２１４と、制御部４４０と、当該携帯電話機
４－ｋにおける電力の供給源であるバッテリ４５０とが内蔵されている。通信インターフ
ェース４２１４は、Bluetoothに準拠した無線通信を行う装置である。携帯電話機４－ｋ
は、この通信インターフェース４２１４により生体情報測定装置１－ｋと接続される。制
御部４４０は、無線通信部４５１１、音声処理部４５１２、表示処理部４５１３、ＣＰＵ
４５１４、ＲＡＭ４５１５、ＲＯＭ４５１６、及びＥＥＰＲＯＭ４５１７を有する。無線
通信部４５１１は、ＣＰＵ４５１４による制御の下、移動体パケット通信網８における基
地局とコネクションを確立し、移動体パケット通信網８やインターネット９に接続されて
いる他の装置との間でデータを送受信する。音声処理部４５１２は、ＣＰＵ４５１４によ
る制御の下、スピーカ４２１３及びマイクロホン４１１２とＣＰＵ４５１４との間の音信
号の送受信を仲介する。表示処理部４５１３は、ＣＰＵ４５１４による制御の下、ディス
プレイ４１１３に画像を表示させる。ＥＥＰＲＯＭ４５１７には、利用者Ｙ－ｋのＩＤＹ

－ｋが記憶されている。ＣＰＵ４５１４は、ＲＡＭ４５１４をワークエリアとして利用し
つつ、ＲＯＭ４５１６に記憶された制御プログラムを実行する。この制御プログラムは、
次の２つの機能を有する。
【００２７】
ａ２．アップロード機能
　これは、生体情報データＷＤのアップロードを指示する操作が行われた場合に、生体情
報測定装置１－ｋにコマンドＣＭを送って以後に同装置１－ｋから伝送されてくる生体情
報データＷＤをＥＥＰＲＯＭ４５１７に記憶し、この生体情報データＷＤをサーバ装置７
に送信する機能である。
【００２８】
ｂ２．診断結果閲覧機能
　これは、医師Ｄ－ｍによる診断の結果の閲覧を指示する操作が行われた場合に、診断結
果を求めるメッセージＭＳＤＧＮをサーバ装置７に送信し、診断結果である診断名を示す
診断名情報データＧＤとその確度を示す確度情報データＡＤとが埋め込まれた画面の表示
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制御データＤＤＤＧＮを受信し、この表示制御データＤＤＤＧＮが示す画面をディスプレ
イ６４０に表示させる機能である。
【００２９】
　図５は、端末装置６－ｍの構成を示すブロック図である。端末装置６－ｍは、制御部６
１０、ハードディスク６２０、ＮＩＣ６３０、ディスプレイ６４０、キーボード６５０、
及びマウス６６０を有する。制御部６１０は、ＣＰＵ６１１、ＲＡＭ６１２、及びＲＯＭ
６１３を有する。ＣＰＵ６１１は、ＲＡＭ６１２をワークエリアとして利用しつつ、ＲＯ
Ｍ６１３やハードディスク６２０に記憶された各種プログラムを実行する。ハードディス
ク６２０には、制御プログラムが記憶されている。この制御プログラムは、次の２つの機
能を有する。
【００３０】
ａ３．脈波閲覧機能
　これは、利用者Ｙ－ｋの脈波を指定する操作が行われた場合に、その利用者Ｙ－ｋの脈
波を求めるメッセージＭＳＲＥＱ２をサーバ装置７に送信し、その利用者Ｙ－ｋの生体情
報データＷＤが示す脈波における異常部分ＢＣにマークＭＫが重ねられた脈波画像ＷＩを
含む画面の表示制御データＤＤＲＥＱ２を受信し、この表示制御データＤＤＲＥＱ２が示
す画面をディスプレイ６４０に表示させる機能である。
【００３１】
ｂ３．診断結果送信機能
　これは、医師Ｄ－ｍにより決定された診断名を入力する操作を受け付け、入力された診
断名を示す診断名情報データＧＤをサーバ装置７に送信する機能である。
【００３２】
　図６は、サーバ装置７の構成を示すブロック図である。サーバ装置７は、制御部７１０
、ハードディスク７２０、及びＮＩＣ７３０を有する。制御部７１０は、ＣＰＵ７１１、
ＲＡＭ７１２、及びＲＯＭ７１３を有する。ＣＰＵ７１１は、ＲＡＭ７１２をワークエリ
アとして利用しつつ、ＲＯＭ７１３やハードディスク７２０に記憶された各種プログラム
を実行する。ハードディスク７２０には、次の３種類のデータベースが記憶されている。
【００３３】
ａ４．生体情報データベースＷＤＢ
　図７は、生体情報データベースＷＤＢのデータ構造を示す図である。生体情報データベ
ースＷＤＢは、利用者Ｙ－ｋの携帯電話機４－ｋからサーバ装置７にアップロードされた
生体情報データＷＤと対応するレコードの集合体である。図７に示すように、生体情報デ
ータベースＷＤＢにおける各レコードは、「利用者ＩＤ」、「時刻」、「脈波ＩＤ」の３
つのフィールドを有する。「利用者ＩＤ」のフィールドは、サーバ装置７への生体情報デ
ータＷＤのアップロードを行った利用者Ｙ－ｋのＩＤＹ－ｋを示す。また、「時刻」のフ
ィールドは、生体情報データＷＤの記録開始時刻ｔｓｓの時刻データＤｔｓｓを示し、「
脈波ＩＤ」のフィールドは、その生体情報データＷＤに固有のＩＤＷ（より具体的には、
ハードディスク７２０内における当該生体情報データＷＤの格納アドレスと生体情報デー
タＷＤのファイル名を結合した文字列）を示す。
【００３４】
ｂ４．解析結果データベースＲＤＢ－ｋ
　図８は、解析結果データベースＲＤＢ－ｋのデータ構造を示す図である。ここで、ハー
ドディスク７２０には、利用者Ｙ－ｋ（ｋ＝１，２…）毎の個別の解析結果データベース
ＲＤＢ－ｋ（ｋ＝１，２…）が記憶されている。１人の利用者Ｙ－ｋの解析結果データベ
ースＲＤＢ－ｋは、その利用者Ｙ－ｋの携帯電話機４－ｋからサーバ装置７にアップロー
ドされた生体情報データＷＤであって、不整脈を患う者の脈波に現れる特徴を示す波形パ
ターンＰ－ｎ（ｎ＝１，２…Ｎ：ｎは波形パターンの種類を示すインデックスである）を
含んでいるものと対応するレコードの集合体である。ここで、波形パターンＰ－ｎ（ｎ＝
１，２…Ｎ）には、短ＲＲ間隔（脈波に本来の周期通りに現れるピークとその周期より早
く現れるピークが混在する不整脈）の特徴を示すものや、頻脈（脈波の１分あたりのピー
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ク数が１００回を超える不整脈）の特徴を示すもの、徐脈（脈波の１分あたりのピーク数
が３０回～４０回である不整脈）の特徴を示すものなどがある。本実施形態では、利用者
Ｙ－ｋの携帯電話機４－ｋからサーバ装置７に生体情報データＷＤがアップロードされる
都度、その生体情報データＷＤが示す脈波が波形パターンＰ－ｎのいずれかと一致する波
形部分を含んでいるか解析し、生体情報データＷＤが波形パターンＰ－ｎと一致する波形
部分を含んでいる場合に、その波形部分を脈波の異常部分ＢＣとし、解析結果に関わる情
報を管理するためのレコードをこのデータベースＲＤＢ－ｋ内に形成する。生体情報デー
タＷＤの解析に関わる処理の詳細については、後述する。
【００３５】
　図８に示すように、解析結果データベースＲＤＢ－ｋにおける各レコードは、「利用者
ＩＤ」、「時刻」、「波形タイプ」の３つのフィールドを有する。「利用者ＩＤ」のフィ
ールドは、利用者のＩＤＹ－ｋを示す。「時刻」のフィールドは、生体情報データＷＤが
示す脈波内における異常部分ＢＣの出現時刻ｔｂｃの時刻データＤｔｂｃを示す。また、
「波形タイプ」は、生体情報データＷＤが示す脈波に現れた波形パターンＰ－ｎに固有の
特徴情報ＩＤＰ－ｎを示す。
【００３６】
ｃ４．診断結果データベースＳＤＢ
　図９は、診断結果データベースＳＤＢのデータ構造を示す図である。診断結果データベ
ースＳＤＢは、利用者Ｙ－ｋの携帯電話機４－ｋからサーバ装置７にアップロードされた
生体情報データＷＤと対応するレコードの集合体である。
【００３７】
　図９に示すように、診断結果データベースＳＤＢにおける各レコードは、「利用者ＩＤ
」、「時刻」、「診断名」、「医師コメント」、「医師ＩＤ」、「確度」の６つのフィー
ルドを有する。「利用者ＩＤ」のフィールドは、利用者Ｙ－ｋのＩＤＹ－ｋを示す。「時
刻」のフィールドは、医師Ｄ－ｍが生体情報データＷＤについて診断の根拠とした異常部
分ＢＣの発生時刻である時刻データＤｔｄｃを示す。「診断名」のフィールドは、生体情
報データＷＤが示す脈波についての診断名の診断名情報データＧＤを示す。「コメント」
のフィールドは、診断を行った医師Ｄ－ｍから利用者Ｙ－ｋに向けられたコメントのコメ
ントデータＣＤを示す。「医師ＩＤ」は、診断を行った医師Ｄ－ｍのＩＤＤ－ｍを示す。
「確度」のフィールドは、医師Ｄ－ｍによる診断の結果の確度を示す確度情報データＡＤ
を示す。
【００３８】
　また、ハードディスク７２０には、制御プログラムが記憶されている。この制御プログ
ラムは、次の５つの機能を有する。
ａ５．生体情報取得機能
　これは、利用者Ｙ－ｋの生体情報測定装置１－ｋから生体情報データＷＤを受信し、受
信した生体情報データＷＤをハードディスク７２０に記憶させる機能である。
【００３９】
ｂ５．解析機能
　これは、生体情報データＷＤが受信される都度、受信した生体情報データＷＤが示す脈
波に不整脈とみなし得る波形の特徴である波形パターンＰ－ｎ（ｎ＝１，２…Ｎ）が含ま
れているか解析し、受信された生体情報データＷＤに波形パターンＰ－ｎと一致する波形
部分が含まれている場合に、当該生体情報データＷＤに含まれている波形パターンＰ－ｎ
の種類を示す特徴情報ＩＤＰ－ｎを当該生体情報データＷＤと対応付けてハードディスク
７２０に記憶する機能である。
【００４０】
ｃ５．診断支援機能
　これは、ハードディスク７２０に記憶された生体情報データＷＤの各々について、当該
生体情報データＷＤを含む画面の表示制御データＤＤＲＥＱ２を生成し、この表示制御デ
ータＤＤＲＥＱ２を端末装置６－ｍに送信し、端末装置６－ｍから当該生体情報データＷ
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Ｄが示す脈波についての診断名を示す診断名情報データＧＤを受信し、受信した診断名情
報データＧＤを当該生体情報データＷＤと対応付けてハードディスク７２０に記憶する機
能である。
【００４１】
ｄ５．診断確度算出機能
　これは、ハードディスク７２０に記憶された任意の生体情報データＷＤを対象生体情報
データＷＤＴＲＧＴとし、ハードディスク７２０に記憶された対象生体情報データＷＤＴ

ＲＧＴ以外の他の生体情報データＷＤと当該他の生体情報データＷＤに対応付けられた特
徴情報ＩＤＰ－ｎ及び診断名情報データＧＤに基づき、対象生体情報データＷＤＴＲＧＴ

に対応付けられた診断名情報データＧＤの確度を求め、この確度を示す確度情報データＡ
Ｄを当該対象生体情報データＷＤＴＲＧＴと対応付けてハードディスク７２０に記憶させ
る機能である。
【００４２】
ｅ５．診断結果通知機能
　これは、生体情報データＷＤの送信元の携帯電話機４－ｋからメッセージＭＳＤＧＮを
受信した場合に、その生体情報データＷＤと対応付けてハードディスク７２０に記憶され
ている診断名情報データＧＤおよび確度情報データＡＤを読み出し、読み出した診断名情
報データＧＤ及び確度情報データＡＤを埋め込んだ画面の表示制御データＤＤＤＧＮを送
信元の携帯電話機４－ｋに宛てて送信する機能である。
【００４３】
（Ｂ：動作）
　次に、本実施形態の動作を説明する。本実施形態では、脈波記録処理、データ伝送処理
、アップロード処理、解析処理、診断支援処理、診断確度算出処理、及び診断結果通知処
理が行われる。以下、各処理について詳細に説明する。
【００４４】
　図１０は、脈波記録処理を示すフローチャートである。この処理は、生体情報測定装置
１－ｋにより実行される処理である。生体情報測定装置１－ｋは、測定モードと通信モー
ドの２つのモードを有している。この処理は、生体情報測定装置１－ｋを測定モードにし
た状態において、生体情報測定装置１－ｋのボタンスイッチ１６によって脈波の記録を指
示する操作が行われると開始される。
【００４５】
　脈波記録処理において、ＣＰＵ１３１５は、脈波の記録を指示する操作が行われると、
この操作が行われてから時間Ｔ１（例えば、Ｔ１＝１０分間とする）が経過する度にその
経過時点の時刻を記録開始時刻ｔｓｓとしてＲＡＭ１３１６に記憶するとともに（Ｓ１０
０１）、各記録開始時刻ｔｓｓから時間Ｔ２（例えば、Ｔ２＝１分間とする）が経過する
までの間のＡ／Ｄ変換回路１２０の出力信号を生体情報データＷＤとしてＲＡＭ１３１６
に記憶する（Ｓ１００２）。従って、時間Ｔ１が経過するとＴ１／Ｔ２個の生体情報デー
タＷＤがＲＡＭ１３１６に一時的に記憶される。ＣＰＵ１３１５は、Ｔ１／Ｔ２個の生体
情報データＷＤが生成される度に、生体情報データＷＤと記録開始時刻ｔｓｓを示す時刻
データＤｔｓｓとを含む生体情報データファイルＷＤＦを生成し、この生体情報データフ
ァイルＷＤＦをＥＥＰＲＯＭ１３１８に記憶する（Ｓ１００３）。図１１は、生体情報デ
ータファイルＷＤＦのデータフォーマットを示す図である。即ち、時間Ｔ１ごとに、Ｔ１
／Ｔ２個の生体情報データＷＤをまとめ、これに記録開始時刻ｔｓｓを付加して１個の生
体情報データファイルＷＤＦを生成している。このように、時間Ｔ１といった単位で記録
開始時刻ｔｓｓを記録した生体情報データファイルＷＤＦを生成するが、サーバ装置７に
おいては、記録開始時刻ｔｓｓからのサンプル数に基づいて生体情報データＷＤの波形の
うち異常部分ＢＣの出現時刻ｔｄｃを特定する。例えば、記録開始時刻ｔｓｓが「１０：
００」であり、その３２０００サンプル目のデータ付近に異常部分ＢＣがあり、サンプリ
ング周期が１／３２秒（１秒間に３２個のサンプルがある）であったとする。この場合、
特徴点は開始から１０００秒後（＝32000/32）であり、１０：１６’４０が異常部分ＢＣ
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の出現時刻ｔｄｃあると特定できる。
【００４６】
　図１２は、データ伝送処理を示すフローチャートである。この処理は、生体情報測定装
置１－ｋと携帯電話機４－ｋにより実行される処理である。この処理は、生体情報測定装
置１－ｋを通信モードにした状態において、携帯電話機４－ｋの操作キー４２１２によっ
てデータ伝送を指示する操作が行われると開始される。
【００４７】
　データ伝送処理において、携帯電話機４－ｋのＣＰＵ４５１４は、データ伝送を指示す
る操作が行われると、コマンドＣＭを生体情報測定装置１－ｋに伝送する（Ｓ１０１１）
。生体情報測定装置１－ｋのＣＰＵ１３１５は、前回のコマンドＣＭの受領時から今回の
コマンドＣＭの受領時までの間にＥＥＰＲＯＭ１３１８に記憶された生体情報データファ
イルＷＤＦをＥＥＰＲＯＭ１３１８から読み出し、無線区間を介して携帯電話機４－ｋに
伝送する（Ｓ１０１２）。この伝送は、ＸＭＯＤＥＭなどのバイナリ転送プロトコルに従
って行う。携帯電話機４－ｋのＣＰＵ４５１４は、生体情報測定装置１－ｋから伝送され
てくる生体情報データファイルＷＤＦをＥＥＰＲＯＭ４５１７に記憶する（Ｓ１０１３）
。
【００４８】
　図１３は、アップロード処理を示すフローチャートである。この処理は、携帯電話機４
－ｋとサーバ装置７とにより実行される処理である。この処理は、携帯電話機４－ｋのブ
ラウザアプリケーションを起動させた状態において、サーバ装置７のアップロードサービ
スページへのアクセスを指示する操作が行われると開始される。
【００４９】
　アップロード処理において、携帯電話機４－ｋのＣＰＵ４５１４は、アップロードサー
ビスページへのアクセスを指示する操作が行われると、同ページの閲覧を求めるメッセー
ジＭＳＳＶＣ１をサーバ装置７に宛てて送信する（Ｓ１０２１）。このメッセージＭＳＳ

ＶＣ１は、移動体パケット通信網８及びインターネット９を介してサーバ装置７に送られ
る。サーバ装置７のＣＰＵ７１１は、メッセージＭＳＳＶＣ１を受信すると、アップロー
ドサービスページの表示制御データＤＤＳＶＣ１を携帯電話機４－ｋに宛てて送信する（
Ｓ１０２２）。表示制御データＤＤＳＶＣ１は、インターネット９及び移動体パケット通
信網８を介して携帯電話機４－ｋに送られる。
【００５０】
　携帯電話機４－ｋは、表示制御データＤＤＳＶＣ１が示す画面をディスプレイ４１１３
に表示させる（Ｓ１０２３）。この画面には、ＩＤの入力を促す内容の文字列とＩＤ入力
欄とが表示されている。利用者Ｙ－ｋは、携帯電話機４－ｋの操作キー４２１２を操作し
、ＩＤ入力欄に自身のＩＤＹ－ｋを入力する。携帯電話機４－ｋのＣＰＵ４５１４は、操
作キー４２１２によって入力されたＩＤＹ－ｋを含むメッセージＭＳＵＰ１をサーバ装置
７に送信する（Ｓ１０２４）。メッセージＭＳＵＰ１は、移動体パケット通信網８及びイ
ンターネット９を介してサーバ装置７に送られる。サーバ装置７のＣＰＵ７１１は、この
メッセージＭＳＵＰ１からＩＤＹ－ｋを取り出し、このＩＤＹ－ｋを用いた所定の認証処
理を行った後、アップロード用画面の表示制御データＤＤＵＰ１を携帯電話機４－ｋに宛
てて送信する（Ｓ１０２５）。表示制御データＤＤＵＰ１は、インターネット９及び移動
体パケット通信網８を介して携帯電話機４－ｋに送られる。
【００５１】
　携帯電話機４－ｋは、サーバ装置７から表示制御データＤＤＵＰ１を受信すると、その
表示制御データＤＤＵＰ１が示す画面をディスプレイ４１１３に表示させる（Ｓ１０２６
）。この画面には、生体情報データＷＤのアップロードを促す内容の文字列が表示されて
いる。利用者Ｙ－ｋは、携帯電話機４－ｋの操作キー４２１２を操作し、生体情報データ
ＷＤのアップロードを指示する。携帯電話機４－ｋのＣＰＵ４５１４は、生体情報データ
ＷＤのアップロードが指示されると、ＥＥＰＲＯＭ４５１７に記憶されている生体情報デ
ータファイルＷＤＦに利用者Ｙ－ｋのＩＤＹ－ｋを埋め込んだ生体情報データファイルＷ
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ＤＦ’を生成し、この生体情報データファイルＷＤＦ’をサーバ装置７に送信する（Ｓ１
０２７）。図１４は、生体情報データファイルＷＤＦ’のデータ構造を示す図である。生
体情報データファイルＷＤＦ’は、移動体パケット通信網８及びインターネット９を介し
てサーバ装置７に送られる。
【００５２】
　サーバ装置７のＣＰＵ７１１は、生体情報データファイルＷＤＦ’を受信すると、その
生体情報データファイルＷＤＦ’内における生体情報データＷＤをハードディスク７２０
の空き領域に記憶する（Ｓ１０２８）。また、ＣＰＵ７１１は、生体情報データファイル
ＷＤＦ’内における利用者Ｙ－ｋのＩＤＹ－ｋ、記録開始時刻ｔｓｓ、及び生体情報デー
タＷＤの固有のＩＤＷ（ハードディスク７２０内における当該生体情報データＷＤの格納
アドレスと生体情報データＷＤのファイル名を結合した文字列）を含むレコードを生体情
報データベースＷＤＢに登録する（Ｓ１０２９）。
【００５３】
　図１５は、解析処理を示すフローチャートである。この処理は、サーバ装置７により実
行される処理である。この処理は、生体情報データベースＷＤＢに新たなレコードが登録
される都度、実行される。
【００５４】
　解析処理において、サーバ装置７のＣＰＵ７１１は、利用者Ｙ－ｋの生体情報データベ
ースＷＤＢに新たなレコードが登録されると、そのレコードを生体情報データベースＷＤ
Ｂから読み出してＲＡＭ７１２に記憶するとともに、そのレコードにおけるＩＤＷと対応
する生体情報データＷＤをハードディスク７２０における該当の記憶領域から読み出して
ＲＡＭ７１２に記憶する（Ｓ１０３１）。
【００５５】
　ＣＰＵ７１１は、ＲＡＭ７１２内における生体情報データＷＤを解析し、当該生体情報
データＷＤが示す脈波に波形パターンＰ－ｎと一致する波形部分が含まれているか判定す
る（Ｓ１０３２）。ＣＰＵ７１１は、生体情報データＷＤが示す脈波に波形パターンＰ－
ｎと一致する波形部分がある場合には、当該生体情報データＷＤが示す脈波における波形
パターンＰ－ｎと一致する波形部分を脈波の異常部分ＢＣとみなし、利用者Ｙ－ｋのＩＤ

Ｙ－ｋ、異常部分ＢＣの出現時刻ｔｂｃを示す時刻データＤｔｂｃ、及び該当する波形パ
ターンＰ－ｎの特徴情報ＩＤＰ－ｎを含むレコードを利用者Ｙ－ｋの解析結果データベー
スＲＤＢ－ｋに追加する（Ｓ１０３３）。ここで、生体情報データＷＤにおける先頭のサ
ンプルから異常部分ＢＣのサンプルまでのサンプル数とサンプリング周期の積を記録開始
時刻ｔｓｓに加算することにより異常部分ＢＣの出現時刻ｔｂｃが求まることは、上述し
た通りである。
【００５６】
　図１６は、診断支援処理を示すフローチャートである。診断支援処理は、端末装置６－
ｍとサーバ装置７とにより実行される処理である。この処理は、端末装置６－ｍのブラウ
ザアプリケーションを起動させた状態において、診断支援サービスページへのアクセスを
指示する操作が行われると開始される。
【００５７】
　診断支援処理において、端末装置６－ｍのＣＰＵ６１１は、診断支援サービスページへ
のアクセスを指示する操作が行われると、診断支援サービスページの閲覧を求めるメッセ
ージＭＳＳＶＣ２をサーバ装置７に宛てて送信する（Ｓ１０６１）。このメッセージＭＳ

ＳＶＣ２は、インターネット９を介してサーバ装置７に送られる。サーバ装置７のＣＰＵ
７１１は、診断支援サービスページの表示制御データＤＤＳＶＣ２を端末装置６－ｍに宛
てて送信する（Ｓ１０６２）。表示制御データＤＤＳＶＣ２は、インターネット９を介し
て端末装置６－ｍに送られる。
【００５８】
　端末装置６－ｍのＣＰＵ６１１は、表示制御データＤＤＳＶＣ２を受信すると、この表
示制御データＤＤＳＶＣ２が示す画面をディスプレイ６４０に表示させる（Ｓ１０６３）
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。この画面には、ＩＤの入力を促す内容の文字列とＩＤ入力欄とが表示されている。医師
Ｄ－ｍは、マウス７６０及びキーボード７５０を操作し、ＩＤ入力欄に自身のＩＤＤ－ｍ
を入力する。端末装置６－ｍのＣＰＵ６１１は、操作キー４２１２によって入力されたＩ
ＤＤ－ｍを含むメッセージＭＳＲＥＱ１をサーバ装置７に送信する（Ｓ１０６４）。メッ
セージＭＳＲＥＱ１は、インターネット９を介してサーバ装置７に送られる。サーバ装置
７のＣＰＵ７１１は、このメッセージＭＳＲＥＱ１からＩＤＤ－ｍを取り出し、このＩＤ

Ｄ－ｍを用いた所定の認証処理を行った後、診断対象者問合せ画面の表示制御データＤＤ

ＲＥＱ１を端末装置６－ｍに宛てて送信する（Ｓ１０６５）。この表示制御データＤＤＲ

ＥＱ１はインターネット９を介して端末装置６－ｍに送られる。
【００５９】
　端末装置６－ｍのＣＰＵ６１１は、表示制御データＤＤＲＥＱ１を受信すると、その表
示制御データＤＤＲＥＱ１が示す画面である診断対象者問合せ画面をディスプレイ６４０
に表示させる（Ｓ１０６６）。診断対象者問合せ画面には、診断の対象者となる利用者Ｙ
－ｋのＩＤＹ－ｋ、診断の対象期間Ｔ３の始点となる時刻ｔｒｓと終点となる時刻ｔｒｅ
の入力を促す文字列と、各々を入力する３つの入力欄とが表示されている。医師Ｄ－ｍは
、キーボード７５０及びマウス７６０を操作し、各入力欄にＩＤＹ－ｋと時刻ｔｒｓ及び
ｔｒｅを入力する。ＣＰＵ６１１は、このＩＤＹ－ｋと、時刻ｔｒｓを示す時刻データＤ
ｔｒｓと、時刻ｔｒｅを示す時刻データＤｔｒｅとをＲＡＭ６１２に記憶する（Ｓ１０６
７）。ＣＰＵ６１１は、このＩＤＹ－ｋ、時刻データＤｔｒｓ、時刻データＤｔｒｅを含
むメッセージＭＳＲＥＱ２をサーバ装置７に宛てて送信する（Ｓ１０６８）。メッセージ
ＭＳＲＥＱ２は、インターネット９を介してサーバ装置７に送られる。
【００６０】
　サーバ装置７のＣＰＵ７１１は、メッセージＭＳＲＥＱ２を受信すると、そのメッセー
ジＭＳＲＥＱ２から、ＩＤＹ－ｋ、時刻データＤｔｒｓ、時刻データＤｔｒｅを取り出し
てＲＡＭ７１２に記憶する（Ｓ１０６９）。ＣＰＵ７１１は、時刻ｔｒｓから時刻ｔｒｅ
までの期間を診断の対象期間Ｔ３として決定する（Ｓ１０７０）。ＣＰＵ７１１は、生体
情報データベースＷＤＢからＲＡＭ７１２内のＩＤＹ－ｋとこの期間Ｔ３内の記録開始時
刻ｔｓｓとを含むレコードを抽出し（Ｓ１０７１）、抽出したレコードにおけるＩＤＷと
対応する記憶領域に記憶されている生体情報データＷＤをＲＡＭ７１２に読み出す（Ｓ１
０７２）。ＣＰＵ７１１は、この生体情報データＷＤが示す脈波における異常部分ＢＣに
マークＭＫを重ねた脈波画像ＷＩを含む画面を診断結果受付け画面とし、この診断結果付
け付け画面の表示制御データＤＤＲＥＱ２を生成し、この表示制御データＤＤＲＥＱ２を
端末装置６－ｍに宛てて送信する（Ｓ１０７３）。表示制御データＤＤＲＥＱ２は、イン
ターネット９を介して端末装置６－ｍに送られる。
【００６１】
　端末装置６－ｍのＣＰＵ６１１は、表示制御データＤＤＲＥＱ２が示す画面である診断
結果受付け画面をディスプレイ６４０に表示させる（Ｓ１０７４）。図１７は、診断結果
受付け画面を示す図である。この画面の上部には脈波画像ＷＩが表示されている。脈波画
像ＷＩの下にはダイアログ領域ＤＲがある。このダイアログ領域ＤＲには、診断名選択用
のプルダウンメニューＰＭと、コメント入力用のテキストボックスＢＸと、「送信」の文
字を有するボタンＢＴとが配されている。
【００６２】
　端末装置６－ｍのディスプレイ６４０に診断結果受付け画面が表示された状態において
、医師Ｄ－ｍは、利用者Ｙ－ｋの症状を診断し、その診断結果である診断名をサーバ装置
７内のデータベースに登録するための操作を行う。操作の具体的な手順は次の通りである
。まず、医師Ｄ－ｍは、診断結果受付け画面の脈波画像ＷＩにおいてマークＭＫが付され
ている異常部分ＢＣの波形形状や相前後する異常部分ＢＣの時間間隔などを確認し、該当
する診断名を決定する。ここで、医師Ｄ－ｍにより如何なる診断が下されるかは、各医師
Ｄ－ｍの各々の経験や利用者Ｙ－ｋの過去の診断履歴などに依存する。
【００６３】
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　医師Ｄ－ｍは、脈波画像ＷＩにおける異常部分ＢＣを示すマークＭＫのうち所望のもの
にマウスポインタを移動させる第１の操作を行う。端末装置６－ｍのＣＰＵ６１１は、第
１の操作が行われると、この操作により選択された異常部分ＢＣの出現時刻ｔｂｃ（図１
７の例では、１２：００’２０）とステップＳ１０６２でＲＡＭに記憶したＩＤＹ－ｋ（
図１７の例ではSuzuki）とを埋め込んだ「ｔｂｃ頃の脈波へのＩＤＹ－ｋ先生の診断」の
文字列をプルダウンメニューＰＤの上部に表示させる。次に、医師Ｄ－ｍは、プルダウン
メニューＰＤの左の展開ボタンＰＤＢＴにマウスポインタを移動させてクリックする第２
の操作を行う。端末装置６－ｍのＣＰＵ６１１は、第２の操作が行われると、複数種類の
診断名を下方向に列記したリストを表示させる。次に、医師Ｄ－ｍは、リストにおける診
断名の中から自らが診断した診断名と一致するものを選択する第３の操作を行う。端末装
置６－ｍのＣＰＵ６１１は、第３の操作が行われると、リスト内から選択された診断名の
診断名情報データＧＤをＲＡＭ６１２に記憶させる。次に、医師Ｄ－ｍは、利用者Ｙ－ｋ
に向けたコメントである文字列をテキストボックスＢＸ内に入力する第４の操作を行う。
端末装置６－ｍのＣＰＵ６１１は、第４の操作が行われると、テキストボックスＢＸ内に
おける文字列を示すコメントデータＣＤをＲＡＭ６１２に記憶させる。次に、医師Ｄ－ｍ
は、ボタンＢＴにマウスポインタを移動させてクリックする第５の操作を行う。端末装置
６－ｍのＣＰＵ６１１は、第５の操作が行われると、ＲＡＭ６１２内におけるＩＤＹ－ｋ
、時刻データＤｔｂｃ、診断名情報データＧＤ、コメントデータＣＤ、ＩＤＷを含むメッ
セージＭＳＵＰ２をサーバ装置７に宛てて送信する（Ｓ１０７５）。ここで、時刻データ
Ｄｔｂｃは、医師Ｄ－ｍが、第1の操作で指定した異常部分ＢＣの発生時刻を示す。すな
わち、医師Ｄ－ｍの診断の根拠となる異常部分ＢＣが特定される。このメッセージＭＳＵ

Ｐ２は、インターネット９を介してサーバ装置７に送られる。
【００６４】
　サーバ装置７のＣＰＵ７１１は、メッセージＭＳＵＰ２を受信すると、そのメッセージ
ＭＳＵＰ２から、ＩＤＹ－ｋ、時刻データＤｔｄｃ、診断名情報データＧＤ、コメントデ
ータＣＤ、およびＩＤＷを取り出し、これらを含むレコードを、ＩＤＷが示す生体情報デ
ータＷＤについての診断結果を示すレコードとして診断結果データベースＳＤＢに追加す
る（Ｓ１０７６）。
【００６５】
　図１８は、診断確度算出処理を示すフローチャートである。診断確度算出処理は、サー
バ装置７により実行される処理である。この処理は、生体情報データＷＤについての診断
結果を示すレコードが診断結果データベースＳＤＢに追加されると、その生体情報データ
ＷＤを対象生体情報データＷＤＴＲＧＴとして開始される。
【００６６】
　診断確度算出処理において、サーバ装置７のＣＰＵ７１１は、対象生体情報データＷＤ

ＴＲＧＴをハードディスク７２０から読み出してＲＡＭに記憶する（Ｓ１０８１）。ＣＰ
Ｕ７１１は、診断名合致生体情報データＷＤＭＴＣＨの個数ＮｕｍＭＴＣＨと診断名非合
致生体情報データＷＤＭＩＳの個数ＮｕｍＭＩＳとを集計する（Ｓ１０８２）。このステ
ップＳ１０８２では、ＣＰＵ７１１は、次のような処理を行う。まず、ＣＰＵ７１１は、
解析結果データベースＲＤＢ－ｋ（ｋ＝１，２…）を検索対象として第１の検索処理を行
う。この第１の検索処理では、対象生体情報データＷＤＴＲＧＴの送信元の利用者Ｙ－ｋ
（例えば、利用者Ｙ－１とする）の解析結果データベースＲＤＢ－１の各レコードの中か
ら、解析処理においてこの対象生体情報データＷＤＴＲＧＴの解析結果として追加された
レコードを抽出し、このレコード内の特徴情報ＩＤＰ－ｎを検索条件ＳＱＲＤＢとする。
その上で、ＣＰＵ７１１は、解析結果データベースＲＤＢ－ｋ（ｋ≠１）の各レコードの
中から、検索条件ＳＱＲＤＢである特徴情報ＩＤＰ－ｎと同じ特徴情報ＩＤＰ－ｎを含む
レコードを抽出し、このレコードを検索結果ＳＲＲＤＢとする。
【００６７】
　次に、ＣＰＵ７１１は、生体情報データベースＷＤＢを検索対象とする第２の検索処理
を行う。この第２の検索処理では、ＣＰＵ７１１は、検索結果ＳＲＲＤＢである各レコー
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ドについて、当該レコード内のＩＤＹ－ｋを第１の検索条件ＳＱ１ＷＤＢとし、当該レコ
ード内の時刻データＤｔｓｓが示す時刻ｔｓｓを第２の検索条件ＳＱ２ＷＤＢとする。そ
して、ＣＰＵ７１１は、生体情報データベースＷＤＢの各レコードの中から、検索条件Ｓ
Ｑ１ＷＤＢと同じＩＤＹ－ｋを有する利用者Ｙ－ｋから送信され、且つ検索条件ＳＱ２Ｗ

ＤＢである時刻ｔｓｓを始点とする時間Ｔ２の間に測定された生体情報データＷＤについ
てのレコードを抽出し、このレコードを検索結果ＳＲＷＤＢとする。
【００６８】
　次に、ＣＰＵ７１１は、診断結果データベースＳＤＢを検索対象とする第３の検索処理
を行う。この第３の検索処理では、ＣＰＵ７１１は、検索結果ＳＲＷＤＢである各レコー
ドについて、当該レコード内のＩＤＹ－ｋを第１の検索条件ＳＱ１ＳＤＢとし、当該レコ
ード内の時刻データＤｔｂｃが示す時刻ｔｂｃを第２の検索条件ＳＱ２ＳＤＢとする。そ
して、ＣＰＵ７１１は、診断結果データベースＳＤＢの各レコードの中から、検索条件Ｓ
Ｑ１ＳＤＢであるＩＤＹ－ｋを含み且つ検索条件ＳＱ２ＳＤＢと時刻ｔｓｓを始点とする
時間Ｔ２（Ｔ２＝１分間）内の診断時刻ｔｄｃの時刻データＤｔｄｃを含むレコードを抽
出し、このレコードを検索結果ＳＲＳＤＢとする。
【００６９】
　以上の検索を行った後、ＣＰＵ７１１は、検索結果ＳＲＳＤＢであるレコード群を、次
の２つのグループに分類する。
ａ６．グループＧＰＭＴＣＨ

　これは、検索結果ＳＲＳＤＢであるレコード群のうち、対象生体情報データＷＤＴＲＧ

Ｔについての診断結果を示すものと同じ診断名情報データＧＤを含むレコードのグループ
である。
ｂ６．グループＧＰＭＩＳ

　これは、検索結果ＳＲＳＤＢであるレコード群のうち、対象生体情報データＷＤＴＲＧ

Ｔについての診断結果を示すものと異なる診断名情報データＧＤを含むレコードのグルー
プである。
　ＣＰＵ７１１は、グループＧＰＭＴＣＨに分類したレコードの総数を個数ＮｕｍＭＴＣ

Ｈとし、グループＧＰＭＩＳに分類したレコードの総数を個数ＮｕｍＭＩＳとする。
【００７０】
　サーバ装置７のＣＰＵ７１１は、集計した２種類の個数ＮｕｍＭＴＣＨおよび個数Ｎｕ
ｍＭＩＳの関係から、対象生体情報データＷＤＴＲＧＴについての診断の確度を算出する
（Ｓ１０８３）。より詳細に説明すると、このステップＳ１０８３では、ＣＰＵ７１１は
、ＮｕｍＭＴＣＨ／（ＮｕｍＭＴＣＨ＋ＮｕｍＭＩＳ）を対象生体情報データＷＤＴＲＧ

Ｔについての診断の確度とし、この確度を示す確度情報データＡＤを診断結果データベー
スＳＤＢにおける新規レコードに収録する。
【００７１】
　図１９は、診断結果通知処理を示すフローチャートである。診断結果通知処理は、携帯
電話機４－ｋとサーバ装置７とにより実行される処理である。この処理は、携帯電話機４
－ｋの操作キー４２１２によって診断結果の閲覧を指示する操作が行われると開始される
。
【００７２】
　診断結果通知処理において、携帯電話機４－ｋのＣＰＵ７１１は、診断結果閲覧サービ
スページへのアクセスを指示する操作が行われると、同サービスページの閲覧を求めるメ
ッセージＭＳＳＶＣ３をサーバ装置７に宛てて送信する（Ｓ１０９１）。このメッセージ
ＭＳＳＶＣ３は、移動体パケット通信網８及びインターネット９を介してサーバ装置７に
送られる。サーバ装置７のＣＰＵ７１１は、メッセージＭＳＳＶＣ３を受信すると、診断
結果閲覧サービスページの表示制御データＤＤＳＶＣ３を端末装置６－ｍに宛てて送信す
る（Ｓ１０９２）。表示制御データＤＤＳＶＣ３は、インターネット９を介して端末装置
６－ｍに送られる。
【００７３】
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　携帯電話機４－ｋのＣＰＵ４５１４は、表示制御データＤＤＳＶＣ３が示す画面をディ
スプレイ４１１３に表示させる（Ｓ１０９３）。この画面には、ＩＤの入力を促す内容の
文字列とＩＤ入力欄とが表示されている。利用者Ｙ－ｋは、端末装置６－ｍのマウス７６
０及びキーボード７５０を操作し、画面のＩＤ入力欄に自身のＩＤＹ－ｋを入力する。携
帯電話機４－ｋのＣＰＵ４５１４は、操作キー４２１２によって入力されたＩＤＹ－ｋを
ＲＡＭ４５１４に記憶する（Ｓ１０９４）。ＣＰＵ４５１４は、このＩＤＹ－ｋを含むメ
ッセージＭＳＤＧＮをサーバ装置７に送信する（Ｓ１０９５）。メッセージＭＳＤＧＮは
、移動体パケット通信網８及びインターネット９を介してサーバ装置７に送られる。
【００７４】
　サーバ装置７のＣＰＵ４５１４は、このメッセージＭＳＤＧＮからＩＤＹ－ｋを取り出
し、このＩＤＹ－ｋを用いた所定の認証処理を行った後、診断結果データベースＳＤＢか
らこのＩＤＹ－ｋと対応付けられた診断名情報データＧＤ及び確度情報データＡＤを取得
してＲＡＭ４５１４に記憶する（Ｓ１０９６）。ＣＰＵ４５１４は、この診断名情報デー
タＧＤ及び確度情報データＡＤを埋め込んだ診断結果通知画面の表示制御データＤＤＤＧ

Ｎを生成し、この表示制御データＤＤＤＧＮを携帯電話機４－ｋに宛てて送信する（Ｓ１
０９７）。表示制御データＤＤＤＧＮは、インターネット９及び移動体パケット通信網８
を介して携帯電話機４－ｋに送られる。
【００７５】
　携帯電話機４－ｋのＣＰＵ４５１４は、表示制御データＤＤＤＧＮを受信すると、この
表示制御データＤＤＤＧＮが示す画面である診断結果通知画面をディスプレイ４１１３に
表示させる（Ｓ１０９８）。利用者Ｙ－ｋは、この画面を参照することにより、自身の脈
波についての医師Ｄ－ｍの診断結果である診断名と、その確度とを知ることができる。
【００７６】
　以上説明した本実施形態によると、次のような効果が得られる。
　第１に、本実施形態では、医師による診断結果である診断名を示す診断名情報データＧ
Ｄと、その確度を示す確度情報データＡＤとが携帯電話機４－ｋに宛てて送信される。自
身の身体から検出された生体情報データＷＤをサーバ装置７に送って診断を受ける利用者
Ｙ－ｋは、サーバ装置７から診断名情報データＧＤとともに送信されてくる確度情報デー
タＡＤが示す確度を参照することにより、自身と同じような生体情報データＷＤが検出さ
れた人のうちのどの程度の人が同じ診断名の診断を下されていたのかを知ることができる
。よって、本発明によると、利用者Ｙ－ｋに対して普遍性が担保された診断結果を提供で
きることができる。
【００７７】
　第２に、本実施形態では、端末装置６－ｍは、利用者Ｙ－ｋの生体情報データＷＤが示
す脈波と特徴情報ＩＤＰ－ｎを示すマークＭＫを含む画面の表示制御データＤＤＲＥＱ２

をを受信し、受信した表示制御データＤＤＲＥＱ２をディスプレイ６４０に表示させる。
これによると、医師Ｄ－ｍは、画面内におけるマークＭＫを活用することにより、診断を
効率的に行うことができる。
【００７８】
　第３に、本実施形態では、ハードディスク７２０において、対象生体情報データＷＤＴ

ＲＧＴと同じ種類の特徴情報ＩＤＰ－ｎと対応付けられている他の生体情報データＷＤの
うち、当該生体情報データＷＤＴＲＧＴと同じ診断名情報ＩＤＰ－ｎと対応付けられてい
る生体情報データＷＤである診断名合致生体情報データＷＤＭＴＣＨの個数ＮｕｍＭＴＣ

Ｈと、当該生体情報データＷＤＴＲＧＴと異なる診断名情報ＩＤＰ－ｎと対応付けられて
いる生体情報データＷＤである診断名非合致生体情報データＷＤＭＴＣＨの個数ＮｕｍＭ

ＩＳとを集計し、集計した２種類の個数ＮｕｍＭＴＣＨ及びＮｕｍＭＩＳの関係から、当
該生体情報データＷＤＴＲＧＴについての確度を求める。よって、信頼性の高い確度情報
データＡＤを求めることができる。
【００７９】
（Ｃ：変形）
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　以上、本発明の実施形態について説明したが、この実施形態に以下に述べる変形を加え
ても勿論良い。
（１）上記実施形態では、生体情報測定装置１－ｋに接続される装置である携帯電話機４
が、サーバ装置７に対して診断結果を求めるメッセージＭＳＤＧＮを送信し、サーバ装置
７から診断結果通知画面の表示制御データＤＤＤＧＮを受信し、この表示制御データＤＤ

ＤＧＮが示す画面をディスプレイ４１１３に表示させた。しかし、生体情報測定装置１－
ｋがメッセージＭＳＤＧＮをサーバ装置７に送信してもよい。また、携帯電話機４が、サ
ーバ装置７から受信した表示制御データＤＤＤＧＮを生体情報測定装置１に伝送し、生体
情報測定装置１がその表示部１４に診断結果通知画面を表示させてもよい。
【００８０】
（２）上記実施形態における診断確度算出処理では、ＣＰＵ７１１は、ＮｕｍＭＴＣＨ／
（ＮｕｍＭＴＣＨ＋ＮｕｍＭＩＳ）を確度算出対象である診断名情報データＧＤについて
の診断の確度とした。しかし、この確度の算出方法は一例に過ぎない。例えば、診断名合
致生体情報データＷＤＭＴＣＨの個数ＮｕｍＭＴＣＨと、診断名非合致生体情報データＷ
ＤＭＩＳの個数ＮｕｍＭＩＳとの関係を示す別の値（例えば、ＮｕｍＭＴＣＨ／ＮｕｍＭ

ＩＳ）を確度算出対象である診断名情報データＧＤについての診断の確度としてもよい。
また、診断結果データベースＳＤＢ内における各レコードのうち、医師Ｄ－ｍによる診断
が下されていないものを診断名非合致生体情報データＷＤＭＩＳの個数ＮｕｍＭＩＳに含
めてカウントしてもよい。より具体的に説明すると、この算出方法では、ＣＰＵ７１１は
、上述した第３の検索処理において、診断結果データベースＳＤＢの各レコードの中から
、検索条件ＳＱ１ＳＤＢ及びＳＱ２ＳＤＢにマッチしているものの診断名情報データＧＤ
が未だ収録されていないレコードを抽出し、抽出したレコードの個数ＮｕｍＭＩＳ’を集
計する。そして、ＣＰＵ７１１は、ＮｕｍＭＴＣＨ／（ＮｕｍＭＴＣＨ＋ＮｕｍＭＩＳ＋
ＮｕｍＭＩＳ’）を確度算出対象である診断名情報データＧＤについての診断の確度とす
る。
【００８１】
（３）上記実施形態では、生体情報測定装置１－ｋは、利用者Ｙ－ｋの脈波を生体情報デ
ータＷＤとして検出した。しかし、利用者Ｙ－ｋの血圧や心拍などを生体情報データＷＤ
として検出してもよい。
【００８２】
（４）上記実施形態では、ハードディスク７２０に記憶された全ての生体情報データＷＤ
を対象生体情報データＷＤＴＲＧＴとして診断確度算出処理を行った。しかし、ハードデ
ィスク７２０内の生体情報データＷＤのうち所定の条件を満たす生体情報データＷＤ（例
えば、確度の算出を希望する利用者Ｙ－ｋの生体情報測定装置１－ｋから送信された生体
情報データＷＤ）だけを対象生体情報データＷＤＴＲＧＴとして診断確度算出処理を行っ
てもよい。
【００８３】
（５）また、上述した実施形態では、脈波センサー３０はセンサー固定用バンド３４によ
り被験者の人指し指の根元から第２指関節までの間の部分に巻きつけられているが、脈波
脈波センサー３０をカフ（腕帯）により被験者の上腕部または前腕部に巻き付ける構造に
しても良い。
　さらに、上述した実施形態では、生体情報測定装置１－ｋは、手首に装着される装置本
体１０と、人指し指の根元から第２指関節までの間の部分に装着される脈波センサー３０
とを備え、これらはケーブル２０を介して接続される構造を有しているが、脈波センサー
３０と装置本体１０とが一体として構成され、共にリストバンド１２により被験者の手首
に装着する構造にしても良い。この場合、ケーブル２０が不要となり、装置本体１０と脈
波センサー３０とが一体となった腕時計構造を有するため、生体情報測定装置１－ｋの使
い勝手の向上が可能となる。
　また、上述した実施形態では、装置本体１０を腕時計構造とし、リストバンド１２によ
り被験者の手首に巻き付ける構造を有しているが、装置本体１０を携帯電話等の外部の機
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を実行してもよい。この場合、脈波センサー３０は、手首、上腕部あるいは前腕部に巻き
つけるカフ（腕帯）としてもよい。あるいは、耳朶に装着する構成としてもよい。装置本
体１０は、携帯電話の有する表示機能、入力機能、及びＣＰＵを利用できるため、生体情
報測定装置１－ｋの低コスト化が可能となる。
【００８４】
（６）上記実施形態の診断支援処理では、ＣＰＵ７１１は、脈波画像ＷＩにおける異常部
分ＢＣを示す複数のマークＭＫのうち、医師Ｄ－ｍが選択した診断の根拠となる一つの異
常部分ＢＣの発生時刻を示す時刻データＤｔｂｃをサーバ装置７に送信したが、本発明は
これに限定されるものではなく、複数の異常部分ＢＣの各発生時刻を時刻データＤｔｂｃ
としてサーバ装置７に送信してもよい。より具体的には、医師Ｄ－ｍが選択した異常部分
ＢＣを中心とする所定期間（例えば、３分）に発生した各異常部分ＢＣの発生時刻を時刻
データＤｔｂｃとしてサーバ装置７に送信してもよい。あるいは、医師Ｄ－ｍが２個以上
の異常部分ＢＣを選択可能とし、これらの発生時刻を時刻データＤｔｂｃとしてサーバ装
置７に送信してもよい。この場合には、例えば、医師Ｄ－ｍが、キーボードのシフトキー
を押しながら２個以上の異常部分ＢＣをマウスポインタで選択することにより、診断の根
拠となる異常部分ＢＣを複数指定してもよい。
【符号の説明】
【００８５】
１…生体情報測定装置、４…携帯電話機、６…端末装置、７…サーバ装置、８…移動体パ
ケット通信網、９…インターネット、１０…装置本体、１２…リストバンド、１４…表示
部、１６…ボタンスイッチ、２０…ケーブル、３０…脈波センサ、３２ａ…発光素子、３
２ｂ…受光素子、３４…センサ固定用バンド、１１０…アナログ回路部、１１１２…ＩＶ
変換回路、１１１６…アンプ、１１２０…駆動回路、１２０…Ａ／Ｄ変換回路、１３０…
制御回路部、６１１，７１１，１３１５，４５１４…ＣＰＵ、６１２，７１２，１３１６
，４５１５…ＲＡＭ、６１３，７１３，１３１７，４５１６…ＲＯＭ、１３１８，４５１
７…ＥＥＰＲＯＭ、１５０，４２１４…通信インターフェース、４４０，６１０，７１０
…制御部、６２０，７２０…ハードディスク、４５０…バッテリ、６３０，７３０…ＮＩ
Ｃ、６４０，４１１３…ディスプレイ、６５０…キーボード、６６０…マウス、４５１１
…無線通信部、４２４２…操作キー、４５１２…音声処理部、４５１３…表示処理部、４
２１３…スピーカ、４１１２…マイクロホン。
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摘要(译)

解决的问题：在一种系统中提供通用的诊断结果，该系统用于将由医生
进行远程诊断的人的生物特征信息数据传输到医生的终端设备进行诊
断。 生物信息测量装置1检测用户的脉搏，并将表示检测到的脉搏的生
物信息数据从移动电话4发送至服务器装置7。 服务器设备7搜索由生物
信息数据指示的脉搏波的异常部分BC，并且将其中标记被叠加在脉搏波
的异常部分BC上的脉搏波图像的显示控制数据发送到医生的终端设备
6。 终端设备6将该脉搏波图像显示在显示器上，并且将指示由医生输入
的诊断名称的诊断名称信息数据GD发送到服务器设备7。 服务器设备7
获得由诊断名称信息数据GD指示的诊断的准确性，并且将指示准确性的
准确性信息数据AD与诊断名称信息数据GD一起发送到移动电话4。 [选
型图]图1
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